
 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 桜台中学校は未来に向けて進化します！ 

 

◎入学式 新入生２４１名 ようこそ桜台中学校へ…４月７日（月） 
   花冷えで入学式を待っていたように花を咲かせた桜の中、新入生のみなさんが入学しました。 

今年は、教育員会を始め、地域の来賓の皆様もたくさん来ていただきました。柳本PTA会長からも 

お祝いの言葉をいただきました。校長の式辞では「授業だけでなく、行事や生徒会活動、クラブ活動 

に全力で取り組み、自分自身を磨いてください」と「生涯を通じて出会えて良かったと思える先生方 

や信頼できる友達を作ってほしい」と伝えました。が堂々と新入生代表の誓いの言葉を述べてくれま 

した。緊張感のある良い入学式でした。 
   

◎学校教育目標 「未来をたくましく切り拓く生徒の育成」 
桜台中学校の校訓は、正門から登る坂の途中にある石碑のとおり 

  自主…意欲的に学習し、自分の行動に責任を持てる生徒 

  敬愛…互いに尊重しあい協調できる生徒 

 健康…しなやかな身体と豊かな心を持つ生徒 

がめざす生徒像です。そして、今までどおりお互いの個性や多様性を

  認め合い、協力・協働して磨き合い生徒も先生も保護者もともに成長 

できる学校でありたいという願いを込めて 

ともに学びともに育ち、一人一人が輝く学校 をめざすという思いは変わりありません。 

桜台中学校は校区の常盤小学校・光明小学校とともに小中一貫教育に取り組んでいます。 

小学校６年間、中学校３年間の計９年間の義務教育の小中一貫教育の目標が、新学習指導要領の 

めざす子ども像に合わせた「未来をたくましく切り拓く児童・生徒の育成」です。 

今後の少子高齢化が進行しAIが発展しグローバル化や情報化が進展する社会の中では、将来の 

変化を予測することが困難な時代だといわれています。そんな中「未来をたくましく切り拓く」とは、 

自らの人生をどのように切り拓いていくのか、また、自らの生涯を生き抜く力をどう培っていくのか 

を考え、新しい時代を生き抜く力を身に着けていくということです。そんなみなさんのために学校教 

育は何をしなければならないのかを小学校の先生方とも一緒になって考えて取り組んでいきます。 

岸和田市では桜台中学校区がモデル校区となって先行して取り組んでいます。 

 

 

 

岸和田市立桜台中学校 学校教育目標「未来をたくましく切り拓く生徒の育成」  

               桜台中通信 No.１ 

  校訓「自主・敬愛・健康」 

              令和７年４月８日発行  校長 池内容子 

 



◎桜台中学校でみなさんに付けてほしい力 

 
９教科の教育課程にある学力・それぞれのめざす高校に進学するために必要な学力はもちろん

のこと、「未来をたくましく切り拓く」ために、みなさんには中学校で以下のような力をつけて欲しいと

考えています。 

① 自主的・探究的・協働的に学ぶ力 … 授業や生活の中で、自分で考えて疑問や課題を明確

にして、それについて調べたり質問したり情報収集して自主的・探究的に学んでください。そ

して、授業ではみんなが考え持ち寄った知恵を合わせて、意見を表現しペアやグループで話

し合い活動をして協働的に学んでください。また、自主学習にはタブレットを活用して、５教科

の問題練習ができる「ｅライブラリ」や「Monoxer」、 英語の英検学習などができる「ＢＡＳＥ

 ｉｎ ＯＳＡＫＡ」をたくさん活用してください。（使い方は、授業でお知らせします） 

② 自己調整力 … 岸和田市の小中学生は家庭学習の時間が府や全国に比べて大変少ない

というアンケート結果が出ています。桜台中学校のみなさんも家庭学習を計画的に行う人と

できていない人の差が大きいのが課題です。毎日の授業の予習・復習や自分の将来の高校

進学に向けての目標や目の前の中間・期末テストに向けての目標などを意識して、自分を成

長させるために、日々の時間を大切に使う自己調整力を身に着けてください。 

③ コミュニケーション能力 … 新しいクラスでの出会い、クラブ活動での出会いなど様々な出

会いを良い機会（チャンス）にして、自分から話しかけて「相手のことをよく知る」ところから始

めてください。桜台中学校では本年度から「さくトレ」というソーシャルスキルトレーニングで

自尊感情を高めて、自己肯定感を向上させるプログラムを金曜の６時間目の初めに取り入

れます。トゲ言葉ではなくポカポカしたあたたかい言葉で会話を弾ませてください。 

④ 情報活用能力 … 一人一台端末、スマホやゲーム機などみなさんがインターネットや新聞・

テレビなど情報に触れる生活は避けることができません。正しい情報を選び発信できる（情

報リテラシー）やSNSやネット上の情報を扱う上での道徳的な判断力（情報モラル）や情報

や情報手段を自分で選んで活用していく力をしっかり身に着けてほしいです。 

⑤ 高い人権意識と他人を思いやる力 … 人権を尊重し人権問題（女性・子ども・高齢者・障が

い者・同和問題・在日外国人・性的マイノリティ・コロナによる偏見や差別・多様性等）に関す

る正しい知識と理解

を深め、主体的な判

断力を養うこと。ま

た、学級、部活、家庭

等自分の周りにいる

人に対して思いやり

の気持ちを持って接

することができる人

になってください。 

 

 


